
故

中
野

洋

常
任
顧
問

追
悼
集
会･

偲
ぶ
会
の
ご
案
内

貴
労
組
な
ら
び
に
各
位
に
お
か
れ
ま
し
て
は
、
ま
す
ま
す
ご
清
栄
の
こ
と
と
お
慶
び
申

し
上
げ
ま
す
。

こ
の
た
び
当
組
合
中
野
洋
常
任
顧
問
・
前
委
員
長
が
、
三
月
四
日
午
前
十
時
、
胆
管
が

ん
の
た
め
、
逝
去
い
た
し
ま
し
た
。
享
年
七
〇
歳
で
し
た
。
故
人
は
、
動
労
千
葉
の
生
み

の
親
で
あ
る
と
同
時
に
、
そ
の
生
涯
を
労
働
運
動
の
発
展
の
た
め
に
捧
げ
ま
し
た
。

ま
た
故
人
の
活
躍
は
、
動
労
千
葉
の
み
な
ら
ず
、
全
国
労
組
交
流
セ
ン
タ
ー
や
労
働
者

学
習
セ
ン
タ
ー
、
労
働
者
の
国
際
連
帯
闘
争
等
を
組
織
し
て
階
級
的
労
働
運
動
の
復
権
や

若
き
労
働
組
合
活
動
家
の
育
成
に
力
を
注
ぐ
な
ど
、
多
岐
に
わ
た
る
も
の
で
し
た
。

国
鉄
分
割
・
民
営
化
反
対
闘
争
を
は
じ
め
と
し
た
私
た
ち
の
闘
い
も
、
こ
う
し
た
故
人

の
指
導
の
下
、
皆
様
方
の
ご
支
援
に
支
え
ら
れ
て
前
進
す
る
こ
と
が
で
き
た
も
の
で
も
あ

り
ま
し
た
。
時
代
は
、
い
よ
い
よ
大
変
動
の
時
を
迎
え
て
い
ま
す
。
私
た
ち
は
、
中
野
顧

問
の
遺
志
を
ひ
き
つ
ぎ
、
労
働
者
が
胸
を
張
っ
て
生
き
ら
れ
る
社
会
を
つ
く
っ
て
い
く
た

め
に
全
力
で
闘
い
ぬ
く
決
意
で
す
。

つ
き
ま
し
て
は
、
左
記
の
通
り
「
故
中
野

洋

常
任
顧
問
追
悼
集
会･

偲
ぶ
会
」
を
開
催

い
た
し
ま
す
の
で
、
ご
案
内
申
し
上
げ
ま
す
。記
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時
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四

電
話

０
４
３
（
２
４
１
）
６
２
１
１

Ｆ
Ａ
Ｘ
０
４
３
（
２
４
１
）
６
６
８
３

（
千
葉
駅
よ
り
モ
ノ
レ
ー
ル
「
千
葉
市
役
所
前
」
駅
下
車
、
徒
歩

四
分
／
Ｊ
Ｒ
京
葉
線
「
千
葉
み
な
と
駅
」
下
車
、
徒
歩
十
分
）

一
、
会

費

三
、
〇
〇
〇
円

二
〇
一
〇
年
三
月
一
八
日

〒

─

千
葉
市
中
央
区
要
町
二
ー
八

260

0017
電

話

０
４
３
（
２
２
２
）
７
２
０
７

Ｆ
Ａ
Ｘ

０
４
３
（
２
２
４
）
７
１
９
７

国
鉄
千
葉
動
力
車
労
働
組
合

執
行
委
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田
中

康
宏

※
な
お
、
当
日
は
平
服
に
て
ご
参
加
く
だ
さ
い
。




